
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のＱ＆Ａ：【年次有給休暇の計画的付与について教えてください】 

機械部品加工業を営んでいます。15 名の社員について年次有給休暇を５日取得させようと取り組んでいま

すが、取引先からの急な依頼に対応しているため、従業員の希望に任せていると期末に着実な取得ができて

いるか不安になります。計画的に取得させたいのですが、どのような方法で取り組めばよいでしょうか。 

２０２５年の厚生労働省の調査データでは、年次有給休暇の計画的付与制度がある企業割合は約４割で、付

与日数は５日から６日が多いようです。計画的付与を実施するためには、そのため 

の労使協定の締結が必要です。具体的な付与の方法としては、会社全体で休業する 

一斉付与方式、チームやグループ別に交替で付与する方式、年間計画表による個人 

別付与方式が考えられます。土曜日、日曜日が原則休みで稼働日がカレンダーなど 

で決めてある製造業では一斉付与方式が有効だと思いますが、取引先の急な要請に 

対応する必要が多い企業では、上記の３つの方式を組み合わせるとよいでしょう。 

５月号 VOL．095 

今月のキーワード：【alert】 
５月から防災気象情報が変わり、警報に「警戒レ

ベル」が付記されます。一目で分かる表示はいい

ですね。「気象警報」は“weather alert”です。「ウ

エザー」も「アラート」も日本語で見聞きする言

葉ですね。“alert”は形容詞では「油断のない・注

意を払う・機敏な」などの意味があり、“An alert 

guard stopped the robbers.”は「警戒していた警

備員が強盗を止めた」、“Stay alert when you 

drive!”「運転中は注意して！」、“He's an alert 

baby!”「敏感な赤ちゃんだ！」のように使います。 
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立春から 88 日目にあたる「八十八夜」は５月の季語です。「米」という字を分解すると「八十八」になるため

八十八夜は豊作を願う縁起の日とされていますが、この日に新茶を飲むと長寿になれるという噂もあります。

新茶一杯で不老不死になれたら安いものですが、まずは新茶を飲んで５月の眠気を吹き飛ばしましょうか。 

【「五秒で忘れる」と言い聞かせる】 

「嫌なことは五秒で忘れます」。ＰＲ会社サニーサ

イドアップの創業者で、現在は「おせっかい協会」

会長の高橋恵氏が、月刊誌『ＰＨＰ』のインタビ

ュー記事でそう話していました。「忘れられなかっ

たら“五秒で忘れる”と自分に言う。まだ忘れら

れなかったら、また言い聞かす」のだそうです。

「嫌なことは五秒で忘れる」という記事の見出し

を見て、成功者はやはり割り切りがいいのだろう、

うらやましいかぎりだと思ったのですが「五秒で

忘れる」ように繰り返し言い聞かせるというくだ

りを読んで気付きました。高橋氏は元々あっけら

かんとした、こだわらない性質というより、嫌な

ことは考えてもどうにもならない、であれば忘れ

よう、と考えて訓練の結果、「忘れる」人になった

のではないかと。であれば、身につけたい性質が

あれば、身につくまで訓練すればいい。自分を育

てるとはこういうことを言うのかもしれません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の商売のヒント：【どこを削るか。何を残すか】 

ベテランの木工職人が弟子に言ったそうです。「一流の仕事は、ど

こを削るかに出る」。これは商売にも似たような側面があります。 

新しい事業、新しいサービス、新しい人 

材など、経営者であれば「足す」ことへ 

の嗅覚は自然と磨かれていきます。成長 

への欲は経営者の本能のようなもので 

す。同業他社が新しいことを始めたと聞 

けば気になるし、取引先に新商品をすす

められれば断りづらく、気づけば手を広げすぎていた。そんなこと

もあるでしょう。ところが「やめる」となると途端に足が重くなる

のも事実です。長年続けてきた事業、古くからのお客さま、なじみ

の取引先、共に苦労してきた社員がいる部門部署。そこには決して

数字だけでは測れない歴史があります。「やめる」という判断は、そ

の歴史ごと否定するような罪悪感を伴い、だからこそ多くの経営者

は薄々気づきながらも決断を先送りにしてしまうのです。しかし、

それは弱さではなく、むしろ誠実さの表れだと思います。ただ、誠

実さと執着は、ときに見分けがつきません。続けることが「責任」

なのか、それとも「慣性」なのか。その境界線は外からは見えづら

く、自分でも気づきにくいものです。「これは誰のために続けてい

るのか？」そう自問したとき答えがすっと出てこないなら、それは

「何かを削る」引き算のサインかもしれません。どこを削るか。何

を残すか。余分を削り落とすことで作品の完成度を際立たせる木工

職人ように、商売もまた、やめる決断の先に会社の本当の姿が浮か

び上がることがあるかもしれません。削った先に何が残るか。何を

残したいか。その問いが次の一手でしょう。 

今月の気になっていたあの言葉：【ＡＰＦ（通年エネルギー消費効率）】 

エアコンの１年を通した省エネ性能を示す指標。消費電力１キロワット当たりの冷暖房能力を示し、数値が大

きいほど省エネ性能が高い。２０２７年度から市場で最も省エネ性能が高い製品を基準として、メーカーにそ

の達成を義務付けるトップランナー制度により基準が大幅に強化され市場に影響を与えると予想されている。 

就業規則・給与計算・有休の相談などなら 

社会保険労務士・行政書士 中奥事務所  

〒668-0024  

兵庫県豊岡市寿町５－３   

電話：0796-24-8677  

ＦＡＸ：0796-24-8678       

事務所公式 LINE を始めました。 

法改正など必要な情報を短い動画で

配信していきます。 

ぜひ登録してください！ 


